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はじめに
はじめにはじめにはじめにはじめにはじめにはじめにはじめにはじめにはじめにはじめにはじめにはじめにはじめにはじめに。Blechman （1990 濱・松山監訳 1998）は、あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああとしている。
越智（2013）は、いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいと関連付けている。はじめにはじめにはじめにはじめにはじめにはじめに。はじめにはじめにはじめにはじめにはじめに。
また、Ekman & Friesen（1978）は、ううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううと述べている。さらに、ええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええとしている（Ekman, Davidson & Friesen, 1990）。これに対し、小川・門地・菊谷・鈴木（2000）は、おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおとコメントしている。じめにはじめにはじめにはじめにはじめに。はじめにはじめにはじめにはじめにはじめに。

方法
調査対象者（データ）　調査対象者（データ）調査対象者（データ）。調査対象者（データ）調査対象者（データ）調査対象者（データ）調査対象者（データ）調査対象者（データ）。調査対象者（データ）調査対象者（データ）調査対象者（データ）調査対象者（データ）。調査対象者（データ）調査対象者（データ）調査対象者（データ）。

手続き　手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き。手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き。

Table 1
○○と××のクロス集計表（N=326）
[image: ]
         注）表頭項目は中央揃え、表側項目は左揃えとしてください。

結果
Table 1を見ると、結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果。結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結結果結果結果。結果結果結果結果結果結果結果結果果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果。結果結果結果結果結果結果結果結果果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果。
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Figure 1. A difference between Boolean approach and a statistical method

結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果。結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果（Figure 1）。

考察
考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察。考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察。考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察。考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察。
考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察。考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察。
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